支援プログラム
（キッズランドステップアップクラス）
1. 基本情報
	項目
	内容

	事業所名
	キッズランドステップアップクラス

	作成日
	2026年5月31日

	法人（事業所）理念
	キッズランドステップアップクラスは、保護者の方々と一緒に「お子さんにとって一番いい方法」を考えるパートナーであることを基本姿勢としています。遊びや普段の生活を通して、一人ひとりのできることや分かることを増やし、個々に合わせた「小さな１歩」を応援することを目指しています。

	支援方針
	キッズランドステップアップクラスの基本的な療育方針を基盤としつつ、専門的実施加算人員による専門的個別対応、不登校・引きこもり傾向の児童生徒への包括的支援、近隣クリニックとの連携協定による医療・福祉の連携強化に特化した専門性の高い支援を提供します。

	営業時間
	火曜日～土曜日　10：00～17：00

	送迎実施の有無
	あり



2. 支援内容
2.1. 放課後等デイサービス　本人支援（5領域との関連性）
当事業所では、放課後等デイサービスのガイドラインに基づき、以下の5領域を網羅した包括的な支援を提供します。

	領域
	支援内容

	健康・生活
	学校に通うことが困難な児童生徒に対して心理的安全性を確保した環境（居場所）を提供し、生活リズムの構築をサポートします。午前中からの受け入れ体制を整え、スモールステップで成功体験を積み重ねることで、安定した日常生活を送るための基盤を形成します。

	運動・感覚
	発達段階や行動特性の丁寧な観察に基づくアセスメントを実施し、一人ひとりの感覚特性や身体機能に応じた遊びや運動のプログラムを提供します。これにより、身体の協調性や感覚統合を促します。

	認知・行動
	個々のペースに合わせた学習支援を行い、基礎学力の定着と学習意欲の維持・向上を図ります。特にディスレクシア（読字障害）等の学習障害に対する専門的なアセスメントに基づき、文字理解や音韻意識の育成を通じた読み書きの基礎スキル支援を段階的に実施します。

	言語・コミュニケーション
	発語の遅れに対する専門的なアセスメントと個別指導を行います。発語や語彙の獲得を促す関わりを通じて、自分の意思を適切に伝え、相手の意図を理解するためのコミュニケーションの土台づくりを支援します。

	人間関係・社会性
	対人コミュニケーションに特化した療育として、ソーシャルスキルトレーニング（SST）を実施します。他者との適切な関わり方を学び、社会的自立や復学に向けた人間関係構築のスキルを養います。



2.2. 児童発達支援（未就学児）　本人支援（5領域との関連性）
当事業所では、児童発達支援のガイドラインに基づき、未就学児（主に就学前の幼児）を対象とした以下の5領域を網羅した包括的な支援を提供します。

	領域
	支援内容

	健康・生活
	基本的な生活習慣（排泄・食事・着脱等）の自立に向けた支援を行います。安心できる環境の中でルーティンを大切にしながら、健康な身体づくりと規則正しい生活リズムの形成をサポートします。

	運動・感覚
	リトミックや身体遊びを通じて、粗大運動・微細運動の発達を促します。感覚統合の視点から一人ひとりの感覚特性を丁寧に把握し、遊びの中で身体を動かす楽しさを育みます。

	認知・行動
	遊びや絵カード・教具を活用した活動を通じて、概念理解や注意・記憶・模倣といった認知の基礎を育てます。就学に向けた文字・数への興味関心を引き出す支援も行います。

	言語・コミュニケーション
	発語前のコミュニケーション段階から、語彙の拡大・二語文・三語文の表出まで、個々の発達段階に応じた言語支援を行います。絵本・歌・手遊びなど豊かな言語環境を通じて、言葉の力を育てます。

	人間関係・社会性
	小集団活動を通じて、順番を待つ・一緒に遊ぶ・気持ちを伝えるといった社会的スキルの基礎を育みます。友達や大人との関わりの中で、安心して自己表現できる力を育てます。



2.3. 家族支援
● 保護者とのパートナーシップ構築： 保護者様からの「入園、就学前に集団生活に適応できるように、基本的生活習慣に自立や学習の支援をしてほしい」「小学生、中学生の引きこもりに対応して欲しい」「学習、生活面、対人とのコミュニケーションに特化した療育を受けたい」といった切実な要望に応え、定期的な面談や相談を通じて保護者の不安に寄り添います。
● 医療・療育の橋渡し： 「クリニックへ行き診断名だけが告げられて、その先の治療改善策を取り入れている所が少ない」という声に応え、医療機関の診断と具体的な療育をつなぐサポートを行い、家庭での関わり方について専門的な助言を提供します。

2.4. 移行支援
● 復学に向けたサポート： 「学校は精神面でいけないが、勉強はしたい。最終的には通学ができるようにしたい」というニーズに対し、学習支援と心理的サポートを両輪とし、スモールステップでの復学に向けた準備を支援します。
● 社会的自立への移行： 将来の就労や地域社会での生活を見据え、個々の特性に合わせた社会的スキルの獲得を促し、スムーズなライフステージの移行をサポートします。

2.5. 地域支援・地域連携
● 医療機関との連携強化： 近隣の医療機関と連携を図り、診断から療育までを一貫してサポートする「受け皿」としての機能を果たします。
● 情報交換とプログラム反映： 保護者の同意のもと、医療機関と定期的な情報交換を行い、児童精神科や心療内科等の医療的見地からの助言を療育プログラムに反映させ、より効果的な支援を実現します。

3. 職員の質の向上・その他の取組
3.1. 職員の質の向上
● 専門的実施加算人員の配置： 障害児通所事業等に5年以上従事した経験豊富な職員を配置し、高度なアセスメント能力に基づく専門的な個別対応を実施します。
● 多職種連携と研修： 児童発達支援管理責任者や言語聴覚士・保育士によるチームアプローチを実践し、定期的な事例検討や研修を通じて、職員全体の専門知識と支援技術の向上を図ります。

3.2. 主な行事等
● 利用者の長期休暇（夏季、年末年始等）に合わせた特別プログラムの実施や、地域社会との交流を促進する季節の行事を企画し、集団での成功体験や社会性育成の場を提供します。
